
大阪ガスと積
水ハウスが居住
実験する「スマ
ートエネルギー
ハウス」 「エ
ネルギーの見え
る化」はタブレ
ット端末に表示

「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ハ
ウ
ス
」
実
用
化
へ
居
住
実
験
大
ガ
ス
と
積
水
ハ
ウ
ス

オール電化住宅とＥＶ、セットで提案関電

　
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向

け
、
関
西
電
力
は
太
陽
光
発
電

と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
活
用
し
た

オ
ー
ル
電
化
を
推
進
し
、
電
化

率
の
低
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
大
阪

ガ
ス
は
太
陽
光
発
電
と
家
庭
用

燃
料
電
池
の
組
み
合
わ
せ
を

「
ダ
ブ
ル
Ｗ
発
電
」
と
し
て

提
案
し
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

削
減
を
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
ガ
ス
と
積
水
ハ
ウ
ス

は
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
家
庭

内
の
電
気
と
熱
を
効
率
活
用
す

る

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ

ウ
ス

の
居
住
実
験
を
２
月
に

開
始
、

年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理

制
御
技
術
の
実
用
レ
ベ

ル
開
発
を
終
え
る
計
画
だ
。

▲オ
ー
ル
電
化
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
機
器
の
性
能

を
実
験
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
る
関
西
電
力
の
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
「
は
ぴ
ｅ
ラ
イ
フ
キ
ュ
ー
ブ
」

低
炭
素
社
会
実
現
へ

　
関
西
電
力
は
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

や
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
業
者
を
対
象
に
し

た
オ
ー
ル
電
化
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
は

ぴ
ｅ
ラ
イ
フ
キ
ュ
ー
ブ
」

大
阪

市

を
２
０
０
８
年
７
月
に
開
設
し

た
。
新
築
の
一
戸
建
て
請
負
住
宅
で

は
オ
ー
ル
電
化
の
比
率
は
約
７
割
と

高
い
。
一
方
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
約
２
割
に
と
ど
ま
る
。
こ
う
し
た

現
状
を
打
開
す
る
た
め
同
シ
ョ
ー
ル

ム
で
は
、
オ
ー
ル
電
化
の
環
境
性
、

経
済
性
、安
心
性
、快
適
性
を
紹
介

し
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
性
能
を
実
験
を
通

じ
て
示
し
て
い
る
。
は
ぴ
ｅ
ラ
イ
フ

キ
ュ
ー
ブ
は
予
約
制
だ
が
、
月
間

組
が
訪
れ
る
ほ
ど
高
稼
働
で
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
関
心
は
高
い
。

　
省
エ
ネ
給
湯
器
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
を
採
用
す
る
と
割
引
料
金
に
な

る
ほ
か
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
オ
ー
ル
電
化

の
契
約
を
す
る
と
さ
ら
に
料
金
が
割

り
引
か
れ
、
光
熱
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
。
一
戸
建
て
請
負
住
宅
は
、
家

を
建
て
、
居
住
す
る
人
が
同
じ
な
た

め
、
オ
ー
ル
電
化
に
よ
る
光
熱
費
の

削
減
メ
リ
ッ
ト
は
理
解
し
や
す
い
。

オ
ー
ル
電
化
の
場
合
、
初
期
投
資
が

増
え
て
し
ま
う
こ
と
が
、
マ
ン
シ
ョ

ン
で
の
普
及
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
関
電
で
は
オ
ー
ル
電
化
マ
ン
シ
ョ

ン
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
始
め
る
な
ど
注

力
す
る
考
え
だ
。
「
オ
ー
ル
電
化
＋

プ
ラ
ス
」
と
し
て
、
オ
ー
ル
電
化

住
宅
と
Ｅ
Ｖ

電
気
自
動
車

の
組

み
合
わ
せ
を
提
案
し
て
い
る
。
低
炭

素
化
社
会
実
現
に
向
け
、
家
庭
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
も
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
オ
ー
ル
電
化

へ
の
関
心
は
高
ま
る
と
見
ら
れ
る
。

　
大
阪
ガ
ス
は
、

年
６
月
に
家
庭

用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
を

発
売
し
、
２
０
１
０
年

月
に
は
、

累
計
販
売
台
数
が
３
０
０
０
台
を
突

破
し
た
。
同
社
で
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
施
工
、
販
売
も
手
掛
け

て
い
る
。
太
陽
光
発
電
と
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
な
ど
と
の
家
庭
用
コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

と
の
組
み

合
わ
せ
「
ダ
ブ
ル

Ｗ

発
電
」
の

提
案
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
　

大
ガ
ス
は
積
水
ハ
ウ
ス
と
共
同
で

「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
」

の
居
住
実
験
を
２
月
に
開
始
し
た
。

こ
の
住
宅
に
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池

Ｓ

Ｏ
Ｆ
Ｃ

、
蓄
電
池
を
備
え
る
。
Ｉ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
家
庭
内
の
電
気

と
熱
を
「
創
る
・
貯

た

め
る
・

操
る
」
こ
と
で
、
快
適
で
環
境
配
慮

し
た
暮
ら
し
を
実
現
す
る
。
住
宅
内

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
、
省
エ

ネ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
は
ホ
ー
ム
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
よ
り
行
う
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
表
示
さ
れ
る
ほ
か
、
空
調
や

照
明
な
ど
の
操
作
も
で
き
る
。
実
証

実
験
を
通
じ
、

年
に
は
実
用
レ
ベ

ル
ま
で
管
理
・
制
御
技
術
の
開
発
を

完
了
さ
せ
る
計
画
だ
。

　
１
９
７
０
年
代
の
大
阪
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁

な
ど
の
公
害
問
題
が
深
刻
化
し
、
苦
情
の
多
さ
で
は

全
国
２
位
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
産
官
な
ど
の
連
携
を
通
じ
、
少
し
ず
つ
改
善

を
図
っ
て
き
た
。
現
在
、
府
で
は
そ
う
し
て
培
わ
れ

た
環
境
技
術
の
普
及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
の
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
府
下

企
業
に
よ
る
低
炭
素
社
会
実
現
へ
向
け
た
動
き
も
盛

ん
で
、
特
に
中
小
企
業
に
よ
る
環
境
製
品
の
開
発
が

目
立
っ
て
い
る
。
大
阪
を
さ
ら
に
住
み
良
い
街
「
Ｅ

Ｃ
Ｏ

え

こ

こ
ち
な
街
」
へ
変
え
て
ゆ
こ
う

と
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

東日本大震災の被災地の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

大阪府は環境キャラクターの「モッ
トちゃん」 と「キットちゃん」な
どで「ストップ地球温暖化」を啓発

実現するのはこの技術・製品Ｅ～ＣＯこちな街・大阪
関西の環境特集

え～こ

地
元
企
業
の
技

企
業
の
環
境
対
応
支
援

大
阪
府

キ
ラ
リ
光
る 府

民
が
手
軽
に
Ｅ
Ｖ
を
体

験
で
き
る
Ｅ
Ｖ
タ
ク
シ
ー

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ３月２３日 水曜日 　　

　
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
振
興
に
も
力
を
入
れ

る
。
す
で
に

年
９
月
に
は

大
阪
府
が
中
心
と
な
り
水
素

燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

の
市
場
拡
大
を
目
的
と

し
た
「
大
阪
Ｆ
Ｃ
Ｖ
推
進
会

議
」
を
設
立
。

年
に
は
参

画
企
業
の
岩
谷
産
業
と
関
西

電
力
が
関
西
国
際
空
港
に
、

続
い
て
大
阪
ガ
ス
が
大
阪
府

庁
前
に
水
素
充
填

じ
ゅ
う

て
ん

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

年
６
月
に
は
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

産
業
振
興
を
目

的
と
す
る
「
Ｅ
Ｖ
ア
ク
シ
ョ

ン
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

た
。
同
協
議
会
が
取
り
組
む

「
Ｅ
Ｖ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
２

月

日
か
ら
は
府
民
が
手
軽

に
Ｅ
Ｖ
を
体
験
で

き
る
「
Ｅ
Ｖ
タ
ク

シ
ー
」
事
業
が
始

ま
っ
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
事
業
社

社
へ
共
通
ラ
ッ
ピ

ン
グ
を
施
し
た
日

産
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ

「
リ
ー
フ
」
が
計

台
納
車
さ
れ
、

現
在
短
距
離
向
け

タ
ク
シ
ー
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い

る
。
１
台
に
つ
き

１
０
０
万
円
の
補

助
が
大
阪
府
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

は
配
車
場
所
ま
で
タ
ク
シ
ー

を
呼
び
出
す
オ
ン
デ
マ
ン
ド

運
行
、
事
前
予
約
に
よ
る
観

光
向
け
の
固
定
ル
ー
ト
運
行

な
ど
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
大
阪
府
は
全
国
で
３
番
目

に
多
い
人
口
と
２
番
目
の
経

済
規
模
、
中
小
企
業
数
を
持

つ
。
こ
れ
ら
が
全
国
で
２
番

目
に
狭
い
土
地
に
集
積
し
て

い
る
た
め
、
産
業
発
展
に
伴

う
環
境
負
荷
は
高
く
、
高
度

成
長
期
に
は
こ
れ
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
噴
き
出
し
た
。

　
総
務
省
の
「
公
害
等
調
整

委
員
会
」
が
ま
と
め
た
苦
情

件
数
を
見
る
と
、
１
９
７
２

年
度
に
、
大
阪
府
に
寄
せ
ら

れ
た
公
害
苦
情
は
、
約
８
０

０
０
件
。
東
京
都
の
約
１
万

６
０
０
０
件
に
次
ぐ
全
国
２

番
目
で
、
３
番
目
を
大
き
く

離
し
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら

年
が
経
過
し

た

年
度
に
は
、
大
阪
府
の

公
害
苦
情
は
約
半
分
の
４
１

７
３
件
ま
で
減
少
。
順
位
は

全
国
５
番
目
に
ま
で
改
善
さ

れ
て
い
る
。
愛
知
県
や
埼
玉

県
が
、

年
当
時
に
比
べ
１

０
０
０
件
以
上
苦
情
を
増
や

し
て
い
る
中
で
の
結
果
だ
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
大
阪
府

環
境
農
林
水
産
部
は
「
苦
情

件
数
の
減
少
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
」
と

前
置
き
し
た
上
で
「
環
境
の

改
善
は
府
域
の
企
業
や
府
民

の
み
な
さ
ま
の
理
解
と
協
力

の
た
ま
も
の
」
と
話
す
。
た

だ
、
府
で
も
全
国
一
厳
し
い

と
言
わ
れ
る
流
入
車
両
に
対

す
る
排
ガ
ス
規
制
を
実
施
す

る
な
ど
、
改
善
策
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
企
業
に
対
し

て
も
、
環
境
負
荷
の
低
い
製

造
法
や
公
害
防
止
装
置
の
導

入
な
ど
を
指
導
し
て
き
た
。

　
現
在
、
府
が
進
め
る
の
は

こ
う
し
た
中
で
培
わ
れ
た
中

小
企
業
の
環
境
技
術
の
普
及

・
促
進
だ
。
大
阪
府
は
府
下

企
業
が
有
す
る
環
境
対
策
に

優
れ
た
技
術
・
製
品
を
「
お

お
さ
か
エ
コ
テ
ッ
ク
」
と
し

て
評
価
す
る
事
業
を

年
か

ら
行
っ
て
い
る
。
大
阪
府
環

境
農
林
水
産
総
合
研
究
所
が

担
当
し
、
環
境
技
術
の
開
発

と
普
及
促
進
に
よ
り
環
境
改

善
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
。
同
時
に
産
業
振
興
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
同
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で

に

技
術
・
製
品
が
評
価
さ

れ
て
お
り
、
研
究
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で
き

る
。
同
研
究
所
で
は
「
評
価

さ
れ
た
こ
と
で
販
売
や
商
談

に
結
び
つ
い
た
と
い
う
話
も

い
く
つ
か
聞
い
て
い
る
」
と

い
う
。

年
度
か
ら
評
価
基

準
を
よ
り
具
体
化
し
、
顧
客

目
線
に
近
い
評
価
と
す
る
見

直
し
も
図
っ
た
。

　
中
小
企
業
が
多
数
存
在
す

る
大
阪
。
府
が
「
お
お
さ
か

エ
コ
テ
ッ
ク
」
な
ど
で
評
価

し
た
企
業
以
外
に
も
、
作
業

環
境
の
改
善
や
材
料
ロ
ス
の

抑
制
、
さ
ら
に
は
新
エ
ネ
関

連
事
業
に
取
り
組
む
企
業
が

出
て
き
て
い
る
。

　
大
阪
市
旭
区
の
日
本
テ
ス

ト
パ
ネ
ル
も
そ
の
一
つ
。
工

場
な
ど
の
集
じ
ん
・
消
臭
を

行
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
リ
ー

ン
」
を
製
造
・
販
売
し
て
い

る
。
同
機
は
２
段
方
式
の
排

ガ
ス
浄
化
に
よ
り
作
業
者
や

周
辺
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減

す
る
。
０
・
０
１

の
超

微
粒
子
に
も
対
応
可
能
な
コ

ロ
ナ
放
電
を
利
用
し
た
「
ペ

ニ
ー
方
式
」
の
集
じ
ん
し
、

そ
の
後
吸
着
フ
ィ
ル
タ
ー
で

消
臭
す
る
。
浄
化
の
全
過
程

で
二
酸
化
炭
素
が
ほ
と
ん
ど

発
生
し
な
い
こ
と
な
ど
の
点

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
加
工
技
術
に
よ
る

環
境
負
荷
低
減
を
提
案
す
る

企
業
も
あ
る
。
例
え
ば
冷
間

鍛
造
は
熱
間
に
比
べ
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
切
削
加
工
に

比
べ
て
材
料
ロ
ス
が
少
な
い

と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
。
す

べ
て
の
材
質
、
形
状
に
対
応

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

各
社
が
独
自
の
視
点
か
ら
技

術
の
進
歩
を
図
り
、
対
応
領

域
を
拡
大
し
て
い
る
。
マ
ツ

ダ

同
市
城
東
区

が
取
り

組
む
冷
間
圧
造
は
、
複
数
の

金
型
で
段
階
的
に
鍛
造
加
工

す
る
技
術
。
小
型
精
密
部
品

な
ど
に
も
対
応
で
き
る
。
使

用
す
る
金
型
の
管
理
を
徹
底

し
、
異
な
る
部
品
に
対
し
て

も
金
型
の
共
有
化
を
進
め
る

こ
と
で
生
産
コ
ス
ト
削
減
な

ど
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
富
士
金
属

同
府

豊
中
市

は
、
独
自
の
技
術

に
よ
る
深
絞
り
プ
レ
ス
加
工

で
、
今
ま
で
複
数
の
パ
ー
ツ

を
溶
接
す
る
な
ど
し
て
い
た

部
品
の
製
造
を
一
体
成
形
す

る
の
に
成
功
し
た
。
部
品
に

つ
な
ぎ
目
が
な
く
な
る
た

め
、
材
料
漏
れ
な
ど
の
心
配

が
な
く
な
る
。
同
社
は
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
角

筒
ケ
ー
ス
の
製
造
に
携
わ
る

な
ど
、
新
エ
ネ
産
業
へ
の
進

出
を
進
め
て
い
る
。

　
中
小
企
業
仲
間
と
と
も
に

電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

を
作

り
上
げ
た
淀
川
製
作
所

同

府
守
口
市

の
活
動
も
注
目

さ
れ
る
。
同
社
は
２
０
１
０

年
、
３
人
乗
り
Ｅ
Ｖ
「
環

め
ぐ
る

」
を
開
発
し

た
。
京
和
紙
を
用
い
た
ド
ア

や
漆
塗
り
ボ
デ
ィ
ー
な
ど
が

特
徴
だ
っ
た
が
、
価
格
が
２

０
０
万
円
強
と
高
価
だ
っ

た
。
現
在
、
中
国
か
ら
ベ
ー

ス
車
を
購
入
し
、
ボ
デ
ィ
ー

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
製
造

法
に
よ
り
１
２
０
万
円
程
度

に
ま
で
下
げ
る
こ
と
を
計
画

し
て
お
り
、
近
日
中
の
販
売

を
目
指
し
て
い
る
。


